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※1、 2日は午前10時から午後9時まで通行止め
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盛りだくさん !‐ 安であり、進行状況により前後すること
まtご 了承ください.
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Hまた、福引き付きあめ玉のつかみ取りも!
更に違う千支の印が押されている手形6種類を

Ⅲ◆「三池中町」行きは「神田脇」で下車

お持ぢいただくと、記念品(特製バスタオル)を差し上
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初市実行委員会 問合せ:三池地
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胞 初

「二池蒻市」はユ神妙見さん、患レL寿さん、薬師さんを

改慕する地域住民のお祭りであつたともいわれるが、テ見

左では宗教的色彩は非常に淳い。垂邦の住民の物 史々

換から始まり、え流の給が次第に広がり、この地域の人々

の生活の中に溶け込み、生活物資調達とえ流の場とヽて

定着(てセ|ったものと考えられる。

二池の町に住む人々は近邦の説咸や赤,人などを察に

呼び、接待する習慣があり、それを年に一度の楽(み とヽ

た。この市の発まりは250年前とも300年以上前ともいわ

れている。

また、「二池″市」は九州泉夫彼の本の市といわれ、約

200軒のオ多動商、植木前の人 が々この日この地に集い、そ

の狡九州一日によつて営業を発める。各地でそれは「蒻

市」と呼ばれているが、「二池初市」はその歴史と規模から

「加市」中の「蒻市」と言うべきものである。

「花てぼ」や「(ようt)」、「みそこ(」 に代表されるイオ舗エ

や歎や乞丁などの刃オ/力は、子の生活必需品の市であった

老残を示すものである。また、伝銃元異「キジ馬」や戦族エ

夫された「竹克」は少ナとヽくなったが、分J作 4+釣工「ミニ夫

蛇凸」は新(い名物とヽて人気が出てきた。

時代が移り十身が奈わろうと、何よりも「二池加市」を楽

(みに てヽいるのは子ども建である。2001年からは地えの

学技の兄登・ユイtナFどが発表の場とヽ て参力,するようtt

なり、「二池初市」は一気に活気づいた。それに伴いう1'馘

の色畿を総動員(た二池蒻市実行奏買奔が常成され、

いわゆる「二池のユの祭り」とヽ て21世紀を期 (て■まれ

変わつたのである。         (
近年では、さらに発逹 (た「二池″市」の姿を見ること

ができる。二池蒻市箕行委員会ではこの祭りを、地域の

祭りに留わること
'fく
まちづくり、人づくりの一栞とヽて地域

に責鯨 る存在

“

(て残(ていこうと、日経を掲 tデている。

フ,と考図言 『夫牟口の宝物100理』
ド
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三池郵便局前

腱車場】羽山台小学校運動場
※長溝社宅跡地は駐車できません

1日 =10:00～ 21:00
2日 =10:00～ 21:00

公共交通機関のと利用をお願いしま現

【西鉄バス】
◆「三池中町」4子きは「神田脇」で下車
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